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1. 火山灰による被害

２．火砕流と火砕サージ

３.   二次災害：ラハール

４．崖崩れと 土石流（火山地帯で被害顕著）

５．変動期における火山噴火

６．地質時代の噴火は歴史時代～現代の噴火より桁違いに大きい

Figure 3.8

噴煙柱

Figure 3.8

噴煙柱

降下性火山灰・通称 Fall

・火山灰の雲

・灰雲（サージを含む）
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火山ガラス ＞鉱物
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世界規模で大きな被害をもたらすもの（農業・飢饉など）が、数十年に1回程度で起きている（地域的だと頻度大）。
（歴史を大きく変えるようなものから文明滅亡まで：数百年に一回程度；生物種絶滅：数千年～数万年に１回程度）
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Slopeの角度が大きく、滑降距離の長いほどできやすい。

水槽で再現した深海の混濁流・乱泥流 (堆積物は タービダイト と呼ぶ）

head tail

プレー山
Montagne Pelée

Montagne(モンターニュ）: 山
Mont blanc モンブラン

Pelée（プレー）：

プレー山
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Figure 4.21

これが火砕流の科学文献上

最初の記載。

古い文献では

「熱雲」と呼ばれる。

1902年のマルティニーク島・プレー

火山の噴火を調査した仏の火山学
者アルフレッド・ラクロワ（Alfred 
Lacroix）により “Nuée ardente“ 
（ニュエ・アルダント：燃える雲 ＝
熱雲）と名づけられた。

Figure 3.8
発生のメカニズム

← 噴煙柱の崩壊

他に＊溶岩ドームの崩壊
＊カルデラ崩壊
＊山体崩壊

など

噴煙柱の崩壊による火砕流の発生
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サージ

火砕流

灰雲

ドームの
崩壊

溶岩ドームの
形成

噴煙柱
噴煙雲

Courtesy of NASA/USGS 雲仙普賢岳の

溶岩ドーム ●速いがサージに負ける。

●重い物を運ぶのが得意

●山登りが苦手

●体の構成物はガッチリ

（軽石・粗い火山灰など）。
●情も熱い（堆積物も厚い）。

〇素早い。

〇重い物を運ぶのが苦手
（切り裂く・なぎ倒すのは

得意）

〇山登りが得意。
〇体の構成は小さい

（細かい火山灰、ガス多い）

〇情が薄い

（堆積物も薄い）。

(May 1991)
高密度のため、重力の影
響を強く受け、谷など地形
の低いところを流れる。

Pyroclastic
Flow (June 
1992)
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麓など谷地形の制約がな
いと横に広がる（1993年）。
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二次災害：土石流など

雨が降るとがけ崩れしやすくなるが、

火山性の土地（地層や噴火による
堆積物）に含まれる細粒（泥）の部
分は悪質の粘土鉱物（吸水による
膨張率が高い粘土鉱物）を含んでお
り、地盤が不安定である。

• ラハール（インドネシア語: lahar）とは、火山噴火の際に大
量の水分を含んだ火山灰などの噴出物が山の斜面を流れ
下る現象である。火山泥流（かざんでいりゅう、英: volcanic 
mud flow）とも呼ばれる。

• 火山の山頂部が雪や氷河に覆われていた時に噴火が起こ
り、その高熱によって雪や氷河が融解した際に発生する
（火口湖の水で満たされている時も同様）。大量の水分を
含んでいる為に流下スピードは極めて速く、時速100kmを
超えることもある。

• また、大量の火山灰が周辺に降り積もった後に豪雨などで
流下する場合（1953年の阿蘇山、2013年の伊豆大島ほか
事例多数）もラハールと呼ぶ（日本では土石流と呼んでい
る）。

Lahar ラハール(Wiki)
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雲仙岳のラハール （１９９１）

Figure 8.5
安息角（Angle of Repose)

Figure 8.4 Figure 8.11A
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Figure 14.21 Figure 8.12

2014年8月豪雨の広島市土砂災害：死者74人・重傷者8人・軽傷者36人
● 74人の死者とは別に、死亡した妊婦の胎児1体も犠牲
● 8/25までに死因が判明した57人のうち、息死が36人・脳挫傷が18人

Figure 8.8
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Figure 8.14 (right) Figure 8.3
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大島 Oct 2013 土石流・ラハール

Tsukui
et al. 
(2007)

約千年周期の変動期
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伊豆諸島・神津島の天上山（571m）

MegaQuake II
NHK オンディマンド

Figure 4.23



14

Figure 4.24 Figure 4.34D

来週の予定：環境・資源問題
特に水資源について


